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2 月・3月の主な行事予定 

2月 4日（火） 一般入学試験 

2月 7日（金） 学友会主催リーダーズ研修会（～2月 8日（土）） 

2月 13日（木） 看護学科合同就職説明会（九州内医療施設対象） 

助産師国家試験：合格発表 3月 25日（火） 

2月 14日（金） 一般・ｾﾝﾀｰ試験利用（前期）入試合格発表 

看護学科合同就職説明会（九州外医療施設対象） 

保健師国家試験：合格発表 3月 25日（火） 

2月 15日（土） 卒業 1年目同期会「久しぶり、元気かい（会）」 

ホテルニューオータニ熊本 

2月 16日（日） 看護師国家試験：合格発表 3月 25日（火） 

2月 19日（水） 臨床検査技師国家試験：合格発表 3月 31日（月） 

2月 21日（金） 医学検査学科臨地実習連絡会議 メルパルク熊本 

2月 22日（土） 西里駅清掃 

2月 23日（日） 理学・作業療法士国家試験：合格発表 3月 31日（月） 

2月 24日（月） 利益相反に関する研修会 

2月 28日（金） 看護学科臨地実習合同会議 メルパルク熊本 

3月 3日（月） 医学検査学科学生の就職セミナーとワークショップ 

3月 4日（火） 医学検査学科合同就職説明会 

3月 5日（水） ｾﾝﾀｰ試験利用（後期）入試：合格発表 3月 14日(金) 

3月 8日（土） 後援会役員会、大学院一般選抜試験・大学院社会人選

抜試験(Ⅱ期)：合格発表 3月 14日（金） 

3月 12日（水） 化血研評議員会、学校法人銀杏学園理事会・評議員会

（熊本ﾎﾃﾙｷｬｯｽﾙ） 

3月 14日（金） 卒業式・修了式、卒業記念ﾊﾟｰﾃｨｰ（熊本ﾎﾃﾙｷｬｯｽﾙ） 

3月 19日（水） 学内研究助成・研究成果報告会（～3月 20日（木）） 

3月 22日（土） 西里駅清掃 

3月 26日（水） 第 2回 FD ｾﾐﾅｰ、第 1回ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止研修会 

3月 28日（金） 認定看護師教育課程（脳卒中ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ看護）修了式 

 

Ono’s Desk 

ブランド名としての「熊保大」 

      

2 月 1日に熊本日日新聞に「熊保大」の文字が大きく

載った。崇城大学と本学松原講師の共同研究「車椅子

ナビ」の記事である。すばらしい研究が進展している

ことに拍手を送りたい。さらに、うれしかったのは「熊

保大」の活字である。おそらく新聞で本学に対して「熊

保大」と表現したのは初めてではないだろうか。いよ

いよブランド名として「熊保大」が市民に認識される

ことになってきたのである。そのきっかけを作ってく

れた松原先生に感謝し、この研究のさらなる発展を祈

る。          熊本日日新聞 平成 26年 2月 1日付 → 

志願者数 

2 月 4 日（火）の一般入試志願者数は、募集人員 128

名に対し、927 名で、志願倍率は 7.2 倍でした。昨年

より志願者数は減少しましたが、志願者の学力レベル

は上がっているようです。センター試験利用入試（前

期日程）の志願者数は、募集人員 19 名に対して 433

名で、志願倍率 22.8倍の狭き門となっています。 

看護学科 国試激励会 

2月 10日（月）に看護学科国試激励会を行いました。

緊張感が漂う中、小野学長、竹熊看護学科長、石原事

務局長が、それぞれ学生に向けて激励の言葉をかけら

れました。小野学長は、ご自分の経験を基に、「問題を

解く前に、3 秒間心の中で“絶対合格するぞ！”と唱

えて下さい」と励まされました。 

  

石原事務局長も毎年恒例のポーズで、学生たちに気合

を入れられました。 

 

ラストスパート！ 

 1 月・2月は、定期試験及び国家試験に

向けて、多くの学生が自習室や図書館を

利用して勉強に集中していました。写真

は、国家試験前の図書館の様子です。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

慢性心不全の教員について 

  

 

 

 高齢化社会が進む中、心疾患を持つ人の割合
は増えています。患者様一人ひとりに合わせ

たケアが必要になるでしょう。これから認定

看護師を目指す方々のサポートをしていき

たいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

松林 利江 

 

リーダーズ研修 

2月 7～8日の 1泊 2日、国立阿蘇青少年交流の家でﾘｰﾀﾞｰｽﾞ研修会を開催し、ｸﾗﾌﾞ代表者と学友会役員の学生 53名が参加しました。 

 初日のﾚｸﾚｰｼｮﾝは、ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙを行いました。白熱した戦いとなり、体育館に歓声があふれていました。その後、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾄﾚｰﾆﾝｸﾞで

は、「ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟとは何か」について確認し、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを行いました。各ｸﾞﾙｰﾌﾟとも活発な話し合いが行われ、充実した時間となりまし

た。また、ｸﾗﾌﾞ代表者と学友会役員それぞれに分かれて意見交換を行い、それぞれの組織や活動のあり方を学ぶとともに、来年度の活

動への意欲を高めました。懇親会では、最初はお互い緊張した様子でしたが徐々に打ち解け、和やかにｹﾞｰﾑ等を楽しむ事が出来ました。 

 2日目は、学友会役員から「新年度の活動に向けて」の話し合いが行われ、ｸﾗﾌﾞ代表者から活動に際しての大学への要望が活発に出さ

れました。その後、「研修のまとめ」として、初日のｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ代表による報告会がありました。また、当日の阿蘇は美しい雪景色でし

た。辺り一面に降り積もった雪の感触を楽しみながら、みんなで雪だるま作りや雪合戦をしました。 

参加学生からは「ｸﾗﾌﾞのために頑張っていこうと思った」「普段できない交流ができてとても楽しかった」などの感想があり、それぞれ

の学生にとって実り多き 2 日間になったようです。この研修で団体の枠を超えて親睦を深め合えたことをきっかけに、互いに刺激し合

いながら、大学を盛り上げていってほしいと思います。各ｸﾗﾌﾞ、学友会の次年度の活躍を期待しています。（文責：学務課 中村） 

   

看護学科 合同就職説明会 

看護学科の 3年生（111名）、2年生（115名）、1年生（希望者）

を対象として、2月 13日（木）に九州内施設、2月 14日（金） 

 

                        

久しぶり、元気かい（会） 

2月 15日（土）に卒業 1年目同期会「久しぶり、元気かい」をホテルニューオータニ熊本で開

催しました。この会は卒業 1 年目を対象としており、情報交換会や懇親会を通して近況報告を

行い、相互に親睦を深めるものです。卒業生 140 名、教職員 47 名が参加し、大変活気のある

会になりました。 

  

国家試験へ見送り 

国家試験に向かう学生を教職員・学

生で見送りしています。写真は、医

学検査学科の出発時の様子です。全

員合格しますように！ 

 

ふれあい出前講座 

本学では、熊本市生涯学習推進課からの依頼で、「生涯学習ふれ

あい出前講座」に 7つの講座メニューを提供しています。「ふれ

あい出前講座」とは、熊本市や国の機関、病院や大学、その他

の団体から講師を派遣し、市民の方々の学習活動を支援する制

度です。平成 24年度は、合計 5回実施しましたが、今年度は 2

月 10日現在で、7講座合計 18回の講座を、地域や老人会の方々

に実施しています。講座メニューは以下の通りです。 

講師 講座メニュー 

石丸 靖二 教授 人になぜ癌ができるのでしょうか？ 

廣瀬 英治 教授 免疫のふしぎ 免疫のでき方と病気 

大澤 早苗 准教授 身体から考える子育てのコツ 

戸渡 洋子 講師 知っておきたい「血圧」の話 

～正しく知って早めに対処～ 

長倉 裕二 教授 誰でもできる介助技術 ～移動・移乗編～ 

木村 伊津子 教授 楽しく、脳トレ！ 

小薗 真知子 教授 言葉は脳の鏡～言葉の力を見直そう！ 

子どもから大人まで楽しく学ぶ言葉の講座 

 

に九州外施設の看護学科合

同就職説明会を行いました。

参加頂いた施設は、九州内が

41 施設（昨年 34 施設）、九

州外が44施設（昨年38施設）

です。50 周年記念館で、学

長挨拶、病院紹介（写真右上）

を行った後、アリーナに移動

してブース説明会（写真右

下）を行いました。参加頂い

た施設の担当者の中には、嬉

しいことに本学の卒業生も

数名いました。本学の在学生

にとっては、施設のことがよ 

 り身近に感じられ、先輩から施設について直接聞ける良い機会に

なったのではないでしょうか。 

 

 
【情報交換会】 


